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【目的】虚血心疾患を有する患者が透析中の狭心症を抑制することは安定した透析を行う上で重要で

あり、また狭心発作予防には有効血中濃度の維持が必要である。そこで今回、ISDN の透析性を膜素

材と浄化療法を変えて検討した。 

【方法】ISDN20mg を 1 日服用している慢性維持透析患者 3名を対象とした。膜素材は再生セルロース

膜・ポリスルホン膜を使用し、HD および HDF を施行して ISDN とその活性代謝物の血中濃度を測定し

た。 

【結果・結論】ISDNおよび代謝物ともHDF時にクリアランスが上昇した。2症例で ISDNおよび代謝物と

も健常人より高い血中濃度を示したが、各 study と薬物血中濃度の関連はなかった。 

 今回の検討の結果、ISDNおよび代謝物のクリアランスが膜素材やHDFにより変化することが認めら

れた。 

 


